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教
育
功
労
者
を
表
彰

大
村
市
教
育
委
員
会
で
は
十
月

三
十
一
日
次
の
と
お
り
表
彰
式
を

行
な
い
ま
し
た
。

〔
表
彰
状
〕
ム
酒
井
茂
H
公
民
館

長
、
市
公
連
会
長
と
し
て
多
年
に

わ
た
り
公
民
館
活
動
に
尽
く
さ
れ

ま
し
た
。

ム
中
岳
子
ど
ち
会
H
模
範
的
な
子

ど
も
会
と
し
て
活
躍
。

ム
岩
永
憲
治
、
渡
辺
方
義
H
三
十

年
間
教
員
と
し
て
人
材
育
成
に
つ

と
め
ら
れ
ま
し
た
。

〔
顕
彰
状
〕
ム
故
渡
遺
仁
H
本
市

社
会
教
育
の
発
展
に
尽
く
さ
れ
ま

し
た
.

ム
故
本
川
千
代
喜
N
昭
和
六
年
以

来
三
十
八
年
間
大
村
小
学
校
校
医

と
L
て
、
ま
た
昭
和
二
十
七
年
よ

り
四
年
間
教
育
委
員
と
し
て
尽
く

さ
れ
ま
し
た
。

〔
感
謝
状
〕
ム
ラ
イ
オ
ン
ズ
国
際

協
会
大
村
ク
ラ
ブ
H

教
材
教
具
な

ど
、
多
額
の
浄
財
を
学
校
に
寄
贈

さ
れ
本
市
教
育
の
振
興
に
貢
献
。
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(2) りおおむ市政だより昭和45年11月10日

昭和45年度

毎

日

を

健

康

で

明

る

保
険
税
の
納
税
義
務
者
は
だ
れ
か

保
険
税
は、

納
税
義
務
者
と
じ

て
世
帯
主
に
対
し
課
税
さ
れ
ま
す

ま
た
世
帯
主
自
身
は
、
勤
務
先
の

社
会
保
険
に
加
入
し
て
い
て
も
、

家
族
の
中
で
国
民
健
康
保
険
に
加

入
し
て
い
る
人
が
あ
れ
ば
、
世
帯

主
を
保
険
税
の
納
税
義
務
者
と
し

て
課
税
さ
れ
ま
す
。

保
険
税
は
ど
の
よ
・
フ
に
し
て
計
算

さ
れ
る
か

保
険
税
は
世
帯
の
所
得
に
応
じ

た
所
得
割
額
と
、
被
保
険
者
数
に

応
じ
た
均
等
割
額
そ
し
て
世
帯
に

対
す
る
平
等
割
額
の
三
つ
を
合
計

し
た
額
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。

昭
和
四
十
五
年
度
分
の
保
険
税
は

一、

所
得
割

昭
和
四
十
四
年
中

の
総
所
得
金
額
l
基
礎
控
除
(
十

三
一万
円
)
×
百
分
の
四

二
、
均
等
割
被
保
険
者
一
人
に

つ
き
千
八
百
三
十
円

三
、
平
等
割
一

世
帯
に
つ
き
二

千
六
百
七
十
円
4

て
二
、
三

の
合
計
額
が
年
閣
の

保
険
税
額
と
な
り
ま
す
。

こ
ん
な
人
は
保
険
税
が
減
額
さ
れ

ま
す
O
前
年
の
総
所
得
金
額
が
十
三
万

市立病院受付状況より

保険税収納状況

収入済額

42 42，372，530円 41.703.080円 98.42~ぢ

43 63，422，080円 61，632，063円 97.18% 

44 81，054，610円 76，510，226円 9439% 

|見主 119，320.000円 115，744.000円 97.00% 

j. 
4・

回
以
下
の
場
合

(安
く
な
る
額
)

均
等
割
八
百
六
十
円
平
等
割
千
三

百
十
円

O
十
三
万
円
を
こ
え
て
も
、
十
三

万
円
に
世
帯
主
を
除
い
た
被
保
険

者
一
人
に
つ
い
て
六
万
五
千
円
を

加
え
た
額
よ
り
、
前
年
中
の
総
所

得
金
額
が
低
い
と
き
は

(
安
く
な
る
額
)

均
等
割
五
百
七
十
円
、
平
等
割
八

百
七
十
円

保
険
税
は
、
い
つ
、
ど
こ
へ
納
め

る
か保
険
税
は
年
六
期
に
分
け
て
お

り
ま
す
.
市
役
所
、
出
張
所
、
ま

た
は
取
扱
金
融
機
関
の
窓
口
で
納

め
て
く
だ
さ
い
.

納
期
一
期

十
一
日
ま
で

二
期
九
月
十
五
日
か
ら
九
月
三

十
日
ま
で

三
期
十
月
十
五
日
か
ら
十
月
三

十
一
日
ま
で

四
期
十
一
月
十
五
日
か
ら
十
一

月
三
十
日
ま
で

五
期
一
月
十
五
日
か
ら
一
月
三

十
一
日
ま
で

取
扱
金
融
機
関

親
和
銀
行
、
十
八
銀
行
、
農
業

協
同
組
合

納
期
が
す
ぎ
て
納
め
ら
れ
ま
す
と

督
促
手
数
料
や
延
帯
金
な
ど
が
加

算
さ
れ
、
ま
た
、
督
促
状
が
発
付

さ
れ
て
か
ら
十
日
を
経
過
し
ま
す

と
、
滞
納
処
分
が
行
な
わ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
の
で
、

必
ず
納
期

内
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

七
月
十
五
日
か
ら
七
月

寄
生
虫
病
予
防
運
動

十
一
月
二
十
一
日
1
三
十
日

大
村
市
衛
生
組
織
連
合
会
と
の
文
書
が
来
た
と
き
申
込
ん
で
く
だ

共
唱
に
よ
り
こ
の
運
動
を
推
進
し
さ
い
。

市
民
の
皆
さ
ん
が
健
康
で
明
る
い

〔
斡
せ
ん
駆
虫
薬
〕

生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
強
力
駆
虫
薬
ネ
オ
イ
チ
ジ
ョ
ウ

市
内
の
薬
事
業
会
の
協
賛
を
得
て

〔

駆
虫
薬
の
価
格
〕

駆
虫
薬
の
実
費
斡
せ
ん
と
正
し

い

大

人

用

ご

入

分

)

七

十

円

服
用
の
指
導
を
行
な
い
ま
す
。

中
入
用

こ

人
分
)
五
十
円

な
お
、
駆
虫
薬
申
込
者
の
と
り
小
人
用
こ
人
分
)
四
十
円

ま
と
め
は
町
務
連
絡

員

の

万

に

お

幼

年

用
三
人
分
)
三
十
円

願
い
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
回

覧

幼

児

用

ハ一

人
分
)
二
十
円

4 
，l 



昭和33年4月22日第三種郵便物認可

手L

減
少
し
つ
つ
あ
る

昭和45年11月10日

牛

B
H
C
の
汚
染
度

最
近
新
聞
紙
上
で
御
承
知
と
思

い
ま
す
が
、
市
販
牛
乳
が

B
H
C

で
汚
染
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
を
う
け
て
お

ら
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
県
衛
生

部
で
は
牛
乳
中
の
残
留
B
H
C
の

追
跡
調
査
を
実
施
し
て
お
り
ま
す

が
、
今
回
次
の
と
お
り
調
査
結
果

が
通
知
さ
れ
ま
し
た
の
で
お
し
ら

せ
し
ま
す
.

一
、
県
下
九
メ
ー
カ
ー
の
市
販
牛

乳
に
つ
い
て
、
総
B
H
C
の
平
均

値
は

O
、
三
九
三
九

P
P
M
で、

前
回
(
五
月
)
の

O
、
五
八
六

P

P
M
よ
り
更
に
減
少
し
て
い
る
.

二
、
生
乳
に
つ
い
て
も
五
集
乳
所

の
総

B
H
C
の
平
均
値
は

O
、
二

七
八
P
P
M
で
あ
っ
て
、
前
回
ハ

りおおむ市政だより(3) 

六
用
)
の

0
.
四
八
六
P
P
M
よ

り
減
少
し
て
い
る
・

三
、
し
た
が
っ
て
、
今
後
い
っ
そ

う
飼
料
お
よ
び
畜
舎
よ
り
の

B
H

C
に
よ
る
汚
染
を
厳
重
に
防
止
す

る
こ
と
に
よ
り
‘
今
後
さ
ら
に
牛

乳
中
の

B
H
C
残
留
量
は
減
少
す

る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
.
牛

乳
の
飲
用
に
つ
い
て
は
健
康
上
問

題
は
な
い
.

ま
た
、
牛
乳
の
生
産
面
に
つ
い

て
は
、
一
、
牛
乳
の
汚
染
の
主
因
で
あ
る

四
十
四
年
産
の
い
ね
わ
ら
は
、
乳

牛
の
飼
料
お
よ
び
敷
料
と
し
て
の

使
用
は
い
っ
さ
い
禁
止
さ
れ
て
い

る
し
、
か
た
く
守
ら
れ
て
い
ま
す

二
、
そ
の
他
、
野
菜
く
ず
.
野
草

な
ど
、

B
H
C
で
汚
染
さ
れ
て
い

る
と
思
わ
れ
る
も
の
は
い
っ
さ
い

牛
の
飼
料
と
し
て
与
え
な
い
.

一二
、
昭
和
四
十
五
年
産
米
(
今
年

の
水
稲
)
か
ら
は
、
農
協
に
お
い

て
B
H
C
は
販
売
し
て
お
り
ま
せ

ん
し
、
ま
た
、
酪
農
家
の
手
持
ち

薬
剤
の
使
用
を
か
た
く
禁
止
し
て

お
り
ま
す
.

四、

B
H
C
含
有
の
防
虫
剤
な
ど

の
畜
舎
.
そ
の
他
に
お
け
る
使
用

の
禁
止
。

以
上
の
事
項
を
生
産
者
に
徹
底

さ
せ
る
た
め
に
、
あ
ら
ゆ
る
機
会

を
通
し
て
指
導
さ
れ
て
お
り
ま
す

ま
た
、
一
戸
別
に
巡
廻
し
て
徹
底

を
期
し
て
お
り
ま
す
か
ら
、
今
後

更
に
減
少
し
て
い
く
も
の
と
考
え

ま
す
。
ご
寄
付
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

中
岳
郷
の
中
川
内
逸
雄
さ
ん
は

d 次
男
筆
雄
君
(
萱
小
一
年
昭
和
四

十
五
年
八
且
二
日
交
通
事
故
死
)

の
忌
明
に
あ
た
り
萱
瀬
小
学
校
に

交
通
標
識
お
よ
び
簡
易
シ
グ
ナ
ル

を
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。
萱
瀬
小
学

校
で
は
、
二
度
と
こ
の
よ
う
な
事

故
が
お
き
な
い
よ
う
に
‘
交
通
指

導
を
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

国
民
年
金
納
入
組
合
市
役
所
職

員
互
助
会
は
金
一
封
を
市
内
の
社

会
福
祉
施
設
へ

。

外
浦
小
路
の
雄
城
千
鶴
子
さ
ん

は
、
亡
夫
芳
夫
さ
ん
の
忌
明
に
あ

秋
は
火
災
が
起
こ
り
ゃ
す
い

家
庭
の
防
火
チ
ェ
ッ
ク

ト
暖
房
器
具
の
点
検
は
で
き
て
い

ま
す
か
。

2
暖
房
器
具
の
位
置
は
安
全
で
す

か
、
ま
た
正
し
い
取
扱
い
に
つ
い

て
ご
存
じ
で
す
か
。

3
石
油
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
然
料
の

補
給
は
必
ず
火
を
消
し
て
か
ら
お

こ
な
っ
て
い
ま
す
か
。

4
火
を
つ
け
た
ま
ま
の
持
ち
運
び

を
し
て
は
い
ま
せ
ん
か
。

ιス
ト
ー
ブ
用
の
燃
料
(
灯
油
)

は
安
全
な
場
所
に
保
管
し
て
あ
り

ま
す
か
.

6
就
寝
前
に
は
ガ
ス
の
元
栓
、
電

気
器
具
の
ス
イ
ッ
チ
な
ど
の
し
め

忘
れ
、
切
り
忘
れ
が
な
い
か
点
検

し
て
い
ま
す
か
。

ー
い
つ
も
使
用
で
き
る
よ
う
一
杯

の
防
火
用
水
は
準
備
し
て
お
ら
れ

ま
す
か
家
庭
で
の
防
火
チ
ェ

ッ
ク

は
家
族
み
ん
な
で
い
た
し
ま
し
よ

ちつ.

t 

¥ 

た
り
、
小
路
口
住
宅
の
渡
辺
チ
ヨ

子
さ
ん
は
、
亡
夫
仁
さ
ん
の
忌
明

に
あ
た
り
、
そ
れ
ぞ
れ
社
会
教
育

用
具
を
教
育
委
員
会
、

旭
町
の
田
中
竜
明
さ
ん
は
、
亡

母
マ
サ
さ
ん
の
忌
明
に
あ
た
り
.

二
の
郷
の
水
野
勝
見
さ
ん
は
、

亡
父
健
市
さ
ん

の
忌
明
に
あ
た
り

そ
れ
ぞ
れ
金
一
封
を
一
般
社
会
福

祉
事
業
費
へ
、

西
彼
杵
郡
多
良
見
町
の
松
尾
増

雄
さ
ん
は
、
亡
伯
母
松
尾
ミ
ツ
エ

さ
ん
の
忌
明
に
あ
た
り

乾
馬
場
郷
の
溝
口
久
夫
さ
ん
は
、

亡
父
英
治
さ
ん
の
忌
明
に
あ
た
り

東
諏
訪
町
の
加
治
木
義
行
さ
ん

は
、
亡
妻
美
子
さ
ん
の
忌
明
に
あ

た
り
そ
れ
ぞ
れ
金
一
封
を
一
般
社

会
福
祉
事
業
費
へ
ご
寄
付
さ
れ
ま

し
た
。

観
光
年
賀
ハ
ガ
キ
を
発
売

マ
内
容
大
村
城
祉
を
掲
載
(
カ

ラ
l
)

マ
価
格
一
枚
五
円

マ
発
売
場
所
大
村
市
観
光
協
会

(電
話
三
六

O
五
番
)

老
人
開
眼
手
術

自
己
負
担
額
支
給

老
人
性
白
内
障
に
羅
患
し
て
い

る
老
人
で
、
開
眼
手
術
が
可
能
で

、

，，
 
、
曜、
‘

あ
る
者
に
対
し
、
そ
の
手
術
の
実

施
に
必
要
な
経
費
の
う
ち
、
自
己

負
担
相
当
額
を
支
給
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
さ
れ
る

方
は
福
祉
事
務
所
に
申
し
出
て
く

だ
さ
い
。

一
、
六
十
五
才
以
上
で
あ
る
こ
と

二
、
同
居
の
生
計
中
心
者
が
所
得

税
を
課
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
。

三
、
老
人
性
白
内
障
に
躍
患
し
開

眼
手
術
の
可
能
な
者
で
あ
る
こ

、r
』。

市
初
級
職
員
を
募
集

マ
職
種

一
般
事
務
、
一
般
土
木

勺
受
験
資
格

①
学
歴
は
聞
い
ま
せ
ん
が
学
校

教
育
法
に
よ
る
高
等
学
校
卒
業

程
度
の
学
力
を
有
す
る
者

①
昭
和
二
十
五
年
四
月
二
日
か

ら
昭
和
二
十
八
年
四
月
一
日
ま

で
に
生
れ
た
男
子

①
市
内
に
居
住
す
る
者
又
は
採

用
後
居
住
し
う
る
者

マ
試
験
の
内
容
教
養
詰
験
、
面

接
試
験
、
身
体
検
査

マ
試
験
の
期
間
昭
和
四
十
五
年

十
二
月
六
日

マ
申
込
期
限
昭
和
四
十
五
年
十

一
月
二
十
四
日
ま
で
、
な
お
詳

'し
い
こ
と
は
市
人
事
課
に
お
た
ず

ね
く
だ
さ
い
。
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V
該
当
者
市
内
に
居
住
す
る
小

学
一
年
生
以
上
の
者
で
、
つ
ぎ
の

者
を
除
く
全
員
。

付
修
学
年
限
一
年
以
上
の
学
校
の

児
童
生
徒
。

同
事
業
所
で
定
期
検
診
を
受
け
る

者。

国
結
核
で
現
在
治
療
中
の
者
。

同
七
月
の
定
期
検
診
を
受
け
た
者

V
料

金

無

料

一

な
お
、
検
診
は
健
康
で
あ
る
な
し

に
か
か
わ
ら
ず
、
受
け
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

検
診
は
い
ず
れ
の

会
場
で
も
受
診
で
き
ま
す
。
検
診

は
ボ
タ
ン
や
ホ
ッ
ク
の
な
い
下
着

で
あ
れ
ば
、
そ
の
ま
ま
受
診
で
き

ま
す
.

り

zs 

新
年
名
刺
交
換
会
の

，

申
込
み

例
年
ど
お
り
新
年
の
名
刺
交
換

会
を
つ
ぎ
の
と
お
り
行
な
い
ま
す

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
会
費

三
百
円
を
添
え
て
、
十

一
周
三
十

日
ま
で
に
総
務
課
へ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

①
日
時
昭
和
四
十
六
年
一
月
一

日
午
前
十
一
時

①
場
所
市
民
会
館

無
料
結
核

健
康
診
断

おおむ市政だより

昭和45年度，第2団結核健康診断日程表

月 日 場 所

11月24日 松原駅前 9.30~11.30 

福重支所(農協) 13.30-15.30 

11月初日 萱瀬出張 所 9.30-'-11.30 
竹松支所〈農協) 13.30=15.30占

11用26日 '植松公民館 9.30-11.30 
諏訪 公 民館 13.30---15.30 

11月27日 西大村出張所 9.30---11.30 
大村保健所 13.30-15.30 

11月28日 三浦支所(農協) 9.30-11.30 

鈴田村支所(農協) 9.30-11.30 
大市役 所 13.30-15.30 

f 

引
揚
者
特
別
交
付
金
国

庫
債
券
の
買
上
げ

引
揚
者
特
別
交
付
金
国
庫
債
券

を
持
っ
て
お
ら
れ
る
万
を
対
象
に

つ
ぎ
の
と
お
リ
国
庫
債
券
買
上
償

還
の
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す

の
で
、
十
一
月
三
十
日
ま
で
に
社

会
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

マ
買
上

条

件

生

活

保
護
法
に
よ

り
保
護
を
受
け
て
い
る
者
、
ま
た

は
、
現
に
保
護
を
受
け
て
い
な
い

が
生
活
に
困
窮
し
て
い
る
者
。

マ
買
上
限
度
額

↓

記

名

者

に

つ

い
て
十
二
万
円
以
内
.

マ
買
上
価
格
賦
札
七
枚
分
の
別

表
価
格
と
す
る
。
な
お
、
買
上
申

請
が
資
金
の
わ
く
に
達
し
た
と
き

は
受
け
付
け
を
締
切
り
ま
す
。
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券一
長
崎
県
産
業
開
発
青
年

隊
員
の
募
集

応
募
資
格
長
崎
県
出
身
者
で
、

将
来
、
主
と
し
て
長
崎
県
の
建
設

事
業
に
従
事
し
よ
う
と
す
る
、

満

十
八
才
か
ら
二
十
三
才
ま
で
の
独

身
者
で
、
高
等
学
校
卒
業
程
度
の

学
力
を
有
す
る
者
(
学
歴
は
問
い

ま
せ
ん
〉

募
集
人
員

三

十

名

募
集
期
限
昭
和
四
十
六
年
一
月

三
十
一
日
ま
で

選
考
詰
験
昭
和
四
十
六
年
二
月

下
旬
頃
な
お
、
く
わ
し
い
こ
と
は
、

長

崎
県
建
設
技
術
セ
ン
タ
ー
(
大
村

F 

市
竹
松
郷
五
、

電
話
大
村
四
二
二

一
)
ま
た
は
、
県
土
木
部
監
理
課

(
電
話
長
崎
二
四

1
一
一
一
一
v

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

願
書
は
市
土
木
課
に
も
備
え
て
お

り
ま
す
。

妊
産
婦
及
び
乳
児
の

方
に
栄
養
食
品
ハ
牛
乳
)

の
支
給

た
だ
い
ま
大
村
市
で
は
妊
娠
さ

れ
た
方
、
及
び
赤
ち
ゃ
ん
に
、
母

と
子
の
栄
養
強
佑
の
た
め
、
牛
乳

一
人
、
一
目
、
一
本
ハ
牛
乳
の
配

達
不
能
の
地
域
に
は
粉
ミ
ル
ク
)

を
無
料
で
支
給
し
て
お
り
ま
す
。

マ
支
給
対
象
者

l
生
活
保
護
法
に
よ
る
保
護
を
受

け
て
い
る
世
帯
の
妊
産
婦
及
び

生
後
一
年
以
内
の
乳
幼
児
.

2
市
民
税
を
納
め
て
い
な
い
世
帯

ま
た
は
減
免
さ
れ
て
い
る
世
帯

の
妊
産
婦
及
び
生
後
一
年
以
内

の
乳
幼
児
。

q
山
市
民
税
の
均
等
割
(
五
百
円
)

だ
け
納
め
で
い
る
世
帯
の
妊
産

，
婦
及
び
生
後
一
年
未
満
の
乳
児

の
う
ち
栄
養
不
足
と
認
め
ら
れ

る
も
の
。

マ
支
給
期
間

L
妊
婦
は
支
給
申
請
の
翌
月
か
ら

出
産
し
た
月
の
末
日
ま
で
六
カ

月
間
(
妊
娠
五
カ
月
目
か
ら
支

給
)

2
産
婦
は
出
産
し
た
月
の
翌
月
か

ら
た
三
カ
月
問
。

1
乳
幼
児
は
出
生
後
五
カ
月
目
か

ら
九
カ
月
間
。

マ
受
給
の
手
続

母
子
手
帳
と
印
鑑
を
も
っ
て
、

市
役
所
衛
生
課
に
お
尋
ね

C
だ

さ
い
。
銃
砲
刀
剣
類
登
録

審
査
会

銃
砲
万
剣
類
所
持
等
取
締
法
に

も
と
づ
き
次
の
と
お
り
実
施
さ
れ

ま
す
の
で
未
登
録
の
方
や
譲
渡
、

相
続
、
売
買
等
に
よ
り
移
動
さ
れ

た
方
は
必
ず
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。
J

不
法
所
持
、
無
届
変
更
は
法
に
よ

り
厳
重
に
罰
せ
ら
れ
ま
す
。

ム
と
き
十
一
月
十
七
日

戸
午
前
十
時

1
午
後
三
時

ム
と
こ
ろ
諌
早
市
公
民
館

ム
持
参
す
る
も
の

L
受
け
よ
う
と
す
る
銃
砲
万
剣

2

万
剣
類
発
見
届
出
済
証

ふ
手
数
料
(
県
証
紙
一
件
五
百

-円
)

4

印
鑑

ι
登
録
申
請
書

「
知
事
へ
の
手
紙
」
を

実
施県民
の
声
を
県
政
に
反
映
さ
せ

る
た
め
、
昭
和
四
十
六
年
度
予
算

編
成
に
対
す
る
意
見
、
要
望
な
ど

を
知
事
あ
て
に
手
紙
で
知
ら
せ
て

も
ら
い
、
県
政
推
進
の
資
料
と
す

る
も
の
で
す
。

期
間
間
和
四
十
五
年
十
一
月
十

六
日
か
ら
昭
和
四
十
五
年
十
一
月

二
十
二
日
ま
で
・

あ
て
先
長
崎
市
江
戸
町
二
!
十

三
郵
便
番
号
八
五

O

長
崎
県

知
事
久
保
勘
一

漏
水
の
修
繕
や
、

給
水
開
始

申
止
の
申
し
込
み
は
、
是
非
就

業
時
間
内
(
平
日
午
後
五
時
、

土
曜
日
は
午
前
中
ま
で
)
に
お

願
い
し
ま
す
.
(
水
道
部
)

4 
A 


